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迦
才

『浄
土
論
』
の
D
章
に
往
生
者
の
列
記
が
な
さ
れ
て
以
来
、
中

国
で
は
数
種
の
往
生
伝
が
編
纂
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
余
り
に
も
奇

跡
・
奇

瑞
の
記
述
が
多
い
た
め
伝
記
史
料
と
し
て
し
か
活
用
さ
れ
て
い

な
い
。

し
か
し
な
が
ら
編
纂
者
の
意
図
を
考
え
る
と
き
、
単
に
往
生
者
例
を

列
記
し

て
願
生
思
想
を
鼓
吹
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
の
理
想
と
す
る

往
生
者

の
婆
を
具
体
的
に
示
そ
う
と
し
た
、
と
い
う
面
を
無
視
で
き
な

い
。
つ
ま
り
自
己
の
教
理
を
具
現
化
し
た
往
生
者
像
を
示
そ
う
と
し
た

も
の
、
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
編
纂
者
が
用
い
て
い
た
種

々
の
理
念
を
往
生
者
の

婆
勢

の
上
に
今

一
度
照
ら
し
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
本
槁
は

唐
代

の
著
、
迦
才

『浄
土
論
』
と

『往
生
西
方
浄
土
瑞
応
制
伝
』
(以
下

『瑞
応
伝
』
と
略
称
す
る
)
 と
を
取
り
あ
げ
、
何
故
に
そ
の
よ
う
な
往
生

者
を
掲
げ

た
の
か
、
そ
の
た
め
に
元
に
な
つ
た
伝
記

・
説
話
に
ど
の
よ

う
な
書
き
改
め
を
加
え
て
い
る
か
、
と
い
う
点
を
検
討
し
、
次
い
で
そ

の
よ
う
な
往
生
者
像
を
作
ら
せ
て
い
る
思
想
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
唐
代
浄
土
教
に
つ
い
て
又

一
つ
の
視
点
を
見
出
し
た
い
。

(
1
)

な
お
倫
理
と
は

「
人
間
の
あ
り
方
」
と
い
う
意
味
に
用
い
、
そ
れ
ら

の
往
生
伝
に
お
い
て
、
「
ど
の
よ
う
な
願
生
者

の
あ
り
方
」
が
理
念

と

さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
面
を
出
家
者
を
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

 
迦
才
に
つ
い
て
は

『
浄
土
論
』
と
い
う
著
作

の
あ
る
他
は
何
も
明
確

で
は
な
い
が
、
今
は
善
導
の
少
し
前

の
時
代
、
長
安
を
中
心
に
活
躍
し

た
僧
と
い
う
こ
と
だ
け
を
前
提
と
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
著
第
六
章

「
往
生
人
相
貌
」
は
中
国
最
古
の
往
生
伝
と
も
い
わ

(
2
)

れ
、
二
〇
の
往
生
説
話
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
内
、
比
丘
尼
三
、

憂
婆
塞
二
話
だ
け
は
元
と
な
つ
た
資
料
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

比
丘
尼
の
三
話
は
梁
代
五

一
六
年
、
宝
唱
の
撰
集
に
な
る

『
比
丘
尼

(
3
)

伝
』
に
依
つ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
尼

法
勝
に
つ
い
て

法
勝
出
家
、
住
寺
之
後
乃
往
京
師
。
進
修
禅
律
該
通
定
慧
探
素
幽
隠
、
訓
誘

春
族
不
粛
而
成
。
於
禅
寂
中
念
仏
為
業
、
終
時
蒙
仏
放
光
来
照
而
卒
。
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と
迦
才
は
記
し
て
い
る
が
、
『
比
丘
尼
伝
』
に
お
い
て
は
、

少
出
家
…
…
恭
信
恪
勤
衆
所
知
識
…
…
(
病
の
友
人
山
氏
の
た
め
)
 勝
元
無

蓄
積
謄
待
医
薬
皆
資
乞
告

…
…
(山
氏
死
後
)
 遊
京
師
進
修
 (以
下
迦
才
と

同
じ
)
…
…
(
勝
遇
疾
)
 後
遙
見
一
仏
坐
蓮
華
上
光
照
我
身
。
従
以
後
夕
不

復
眠
、
令
人
転
法
華
。
至
干
後
夜
気
息
稽
微
、
命
令
止
経
為
我
称
仏
、
亦
自

称
仏
。
将
欲
平
明
容
貌
不
改
奄
忽
終
焉
。

と
な
つ
て
お
り
、
慈
悲
行
、
禅
律
の
修
習
、
訓
誘
、
そ
し
て
法
華
読
諦

と
称
仏
が
語
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
西
方
願
生
は
ま
つ
た
く
な
い
。
さ
ら

に

「
於
禅
寂
中
念
仏
為
業
」
と
は

「
亦
自
称
仏
将
欲
平
明
」
を
承
け
た

も
の
で
あ
る
が
、
改
変
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
修
業
過
程

と
し
て
は
山
代
看
病
が
略
さ
れ
て
い
る
他
は
要
約
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
尼
光
静
に
つ
い
て
迦
才
は

「恒
に
禅
慧
を
習
し
、
恒
に
念
仏
清

浄
を
以
て
業
と
為
す
」
と
し
て
い
る
が

『
比
丘
尼
伝
』

で
は
、

少
而
励
行
長
而
習
禅
思
。
不
食
甘
肥
将
受
大
戒
絶
穀
餌
松
…
…
(
患
疾
後
)

属
念
兜
率
心
々
相
続
如
是
不
断
…
…
殊
香
異
相
満
虚
空
云
々
。

と
大
戒
を
受
け
る
た
め
の
逸
話
と
兜
率
願
生
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
迦
才

が
、
禅
と
念
仏
に
秀

で
た
尼
、
と
書
き
改
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
尼

法
盛
に
つ
い
て
は
改
変
と
い
う
程
の
点
は
見
出
せ
ず
、
道
徳
隆

盛
で
安
養

を
願

つ
た
と
い
う
。

さ
て
憂
婆
塞
の
内
、
阿
曇
遠
と
魏
世
子
の
話
は

『
冥
祥
記
』
を
原
史

料
と
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
で

『
冥
祥
記
』
は
梁
代
の
書
と
伝
え
ら
れ
る

だ
け
で
現
存
せ
ず
、
諸
書
に
引
用
さ
れ
た
断
片
だ
け
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
迦
才
の
引
用
と
同
じ
箇
所
が
唐
代
道
世
撰

(
六
六
八
年
)
『
法
苑
珠

(
4
)

林
』

一
五
巻

「阿
弥
陀
仏
感
応
縁
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
相
互
に
無

関
係
に

『
冥
祥
記
』
か
ら
取
り
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
感
応
談
と

(
5
)
 

(
6
)

し
て
は

『
冥
祥
記
』
か
ら
四
話
の
他
、
『
梁
伝
』
か
ら
三
、
『唐
伝
』
か

ら
三
、
『
西
域
伝
記
』
か
ら

一
話
収
録
さ
れ
て
お
り
、
両
僧
伝

よ
り

の

引
文
は
ほ
ぼ
正
確
に
引
用

・
要
約
さ
れ
て
お
り
、
『
冥
祥
記
』
よ
り

の

引
文
も

一
応
大
差
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

迦
才
の
記
述
も

『
法
苑
珠
林
』
と
大
き
な
相
違
い
な
く
、
阿
曇
遠
は

奉
仏
精
進
し
て
菩
薩
戒
を
持
し
、
繊
悔
の
業

に
励
ん

で
遂

に
感
応
を

得
、
臨
終
時
に
は

「宅
中
券
香
云
々
」
で
あ
つ
た
と
言
い
、
魏
世
子
で

は
、

一
度
死
ん
だ
娘
が
蘇
え
り
母
親
に
仏
法
を
勧
め
た
と
い
う
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
無
理
を
し
て
で
も

「念

仏
」
が
つ
け
加
え
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
行
業
過
程
は
そ
の
ま
ま
書
き
写
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
す
な
は
ち
宝
唱

・
道
世
の
掲
げ
る
行
業
と
迦
才
の
そ
れ
と
が

ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
あ
り
、
禅
律
と
か
菩
薩
戒
を
持
つ
こ
と
と
並
行
し
て

「念
仏
」
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

迦
才
が
新
し
く

つ
け
加
え
た
往
生
者
を
見
て
お
く
と
、

尼
大
明
月
、
凡
念
仏
時
、
先
著
浄
衣
口
含
況
水
香
殊
焼
香
浄
室
、
念
諦
三
四

年
間
相
続
不
断
。

張
元
祥
 
持
戒
恒
諦
無
量
寿
観
経
念
弥
陀
仏
為
業

…
…
正念
於
即
寿
終
。

並
州
老
翁
 
昼
夜
専
念
阿
弥
陀
仏
、
眼
不
識
睡
三
五
年
間
修
念
仏
業
。

温
静
文
婦
 
二
年
之
内
口
恒
念
仏
、
忽
爾
罪
障
消
除
現
見
弥
陀
仏
国
。

中
国
往

生
伝

の
倫
理
 
(
江

隈
)
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(
江

隈
)

な
ど
と
あ
り
、
厳
格
で
不
断
長
時
の
念
仏
業
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
対
し
十
念
往
生
者
が

一
例
記
さ
れ
て
お
り
、

不
信
因
果
常
以
殺
猫
為
業
…
…
見
地
獄
苦
…
…
請
一
師
…
…
遂
左
手
燃
火
右

手
握
香
、
面
向
西
方
至
心
念
仏
、
未
満
十
念
即
告
衆
云
、
仏
従
西
来
、

と
臨
終
時
の
必
死

の
行
業
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。

(
7
)

比
丘

に
つ
い
て
は
兜
率
上
生
と
の
比
較
、
別
時
意
説
の
反
駁
、
浄
土

教
先
達
者
の
称
揚
な
ど
特
定

の
意
図
が
表
面
に
出
て
い
る
が
、
比
丘
尼

と
同
じ
く
精
進
練
行

・
念
仏
見
仏

.
教
化

.
瑞
相
と
い
う
記
載
の
型
が

見
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
小
豆
念
仏
を
含
む
ひ
た
す
ら
な
念
仏

と
、
時

に
は
教
化
に
つ
な
が
る
禅
律
持
戒
等
と
を
迦
才
は
勧
め
て
い
る

の
で
あ

り
、
こ
の
限
り
自
力
的
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ

(
8
)

以
前
に
中
下
根
者
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
往
生
因
を
示
し
て
い
る
こ
と

に
注
意

し
た
い
。

若
就
中
下
之
人
、
要
唯
有
五
。

一
先
須
繊
悔
無
始
以
来
障
道
悪
業
…
…
二
須

発
菩
提
心

…
…
菩提
心
者
略
有
三
種
。

一
断

一
切
悪
心
二
修

一
切
善
心
三
化

度

一
切
衆
生
心
也
。
三
者
須
専
念
阿
弥
陀
仏
名
号
…
…
常
念
仏
名
有
二
種

益
。

一
由
常
念
故
諸
悪
覚
観
畢
寛
不
生
、
亦
得
消
於
業
障
。
二
者
常
念
故
善

根
増
長
、
亦
得
種
於
見
仏
因
縁
。
三
者
常
念
故
勲
習
熟
利
臨
命
終
時
正
念
現

前
也
。
…
…

と
あ
り
、
四
に
観
察
、
五
に
廻
向
と
数
え
あ
げ
て
い
る
が
、
菩
提
心
と

常
念

の
断
悪
修
善
を
強
調
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
通
仏
教
的
な
証
果
に
至

る
も
の
と
し
て
浄
土
願
生
思
想
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
え
る
。

(
9
)

『
瑞
応
伝
』
の
編
者
は
中
唐
の
大
浄
土
教
家
少
康
と
伝
記
等
す
べ
て

不
明
の
文
論
の
二
名
で
あ
る
が
、
や
は
り
書
誌
的
な
疑
問
が
提
さ
れ
て

お
り
、
現
行
本
の
ご
と
く
な
つ
た
の
は
五
代
未

の
僧
道
読
の
捌
補
に
よ

つ
て
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
少
康
達
の
グ
ル

ー
プ
に
よ
つ
て
八
世
紀
末
貞
元
年
間
に
ほ
ぼ
成
立
し
た
、
と
し
て
論
を

す
す
め
る
こ
と
と
す
る
。

(
1
0
)

さ
て

『
瑞
応
伝
』
に
は
四
八
の
往
生
話
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
僧
が

二

一
名
の
多
き
を
数
え
、
慧
遠

・
智
顎
等
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
方
等

繊
を
行
ず
る
僧
も
い
て
学
系
を
把
え
る
こ
と
が
誠
に
む
ず
か
し
い
。
し

か
し
迦
才

『浄
土
論
』
か
ら

一
八
話
も
再
録
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
と
の

比
較
を
手
が
か
り
と
し
た
い
。

尼
法
勝
に
つ
い
て

『
瑞
応
伝
』
に
は
、

進
修
禅
寂
念
仏
為
業
、
訓
誘
道
俗
皆
勧
往
生
。
得
病
自
知
不
差
。
臥
見

一

僧
、
報
日
、
此
病
不
差
須
念
仏
。
又
見
二
僧
、
偏
祖
執
花
立
在
床
前
。

あ
り
、
迦
才
よ
り
も
短

い
文
に
な
つ
て
い
る
と
と
も
に
、
単
な
る
要

約
で
は
な
く

「道
俗
に
往
生
を
勧
む
」
と
あ
る

の
は
改
変
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
短
文
と
な
つ
た
た
め

「念
仏
」
の
内
容
が
極
め

て
曖
味
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

尼
法
蔵
に
つ
い
て
は

「禅

業
高
遠
」
と
い
う
が

『浄
土
論
』
に
は

さ
ら
に

「道
徳
隆
盛
常
願
生
安
養
」
と
記
さ
れ
て
あ
つ
た
し
、
阿
曇
遠
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に
つ
い
て

「持
菩
薩
戒
事
含
禅
師
修
浄
土
業
」
と
い
う
だ
け
で
、
感
応

を
祈
つ
た
努
力
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
張
元
祥
で
は

「持
戒
」
が

削
ら
れ
て

「
日
念
西
方
」
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
他
方
尼
大
明

で
は

「
三
四
年
相
続
不
断
」
と
記
し
、
数
多
念
仏
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
と
い
え
る
。
二
・
三

の
往
生
者
を
見
て
お
く
と
、

温
文
靖

念
仏
口
不
絶
便
見
仏
国
。
(夫
と
の
対
話
が
略
さ
れ
て
い
る
。)

約
山
老
翁
 
行
道
念
仏
、
(斎
を
作
る
功
徳
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。)

溌
陽
県
老
人
、
常
諦
西
方
…
…
止
宿
念
仏
。
(眼
不
識
睡
と
か
臨
終

の
様
相

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。)

と
あ
り
、
西
方
念
諦
に
単
純
化
さ
れ

一
本
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
出

さ
れ
る
。
こ
の
点
は
造
悪
の
往
生
者
に
よ
り
は
つ
き
り
と
示
さ
れ
て
い

る
。溌

陽
人
不
得
姓
、
殺
牛
為
業
…
…
師
日
、
観
経
中
説
臨
終
十
念
尚
得
往
生
、

仏
量
妄
言
。
忽
爾
異
香
満
室
便
終
。
衆
人
皆
見
異
香
瑞
色
祥
雲
。

こ
れ
は

『浄
土
論
』
の
殺
猫
者
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
が
必
死
の
臨

終
行
儀
は
ま
つ
た
く
削
ら
れ
て
い
る
。
『
瑞
応
伝
』
で
初
め

て
加

え
ら

れ
た
も

の
も
、

僧
雄
俊

…
…
善講
説
無
戒
行
所
得
施
利
非
法
而
用
。
又
還
俗
入
軍
営
殺
鐵

…
…
俊
錐
造
罪
不
作
五
逆
。
若
論
念
仏
不
知
其
数
…
…
、

僧
法
智

…
…
住在
天
台
念
仏
為
業
、
性
多
鹿
率
不
抱
律
儀
…
…
昼
夜
念
仏

…
…
金
色
光
明
照
数
百
里
、
野
維
驚
鳴
、
江
上
船
人
謂
言
天
暁
。

と
称
名

の
絶
対
性
が
語
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
往
生
者

の
九
品
階
位
を

う
か
が
わ
せ
る
記
述
は
ま
つ
た
く
見
出
せ
な
い
。

こ
れ
ら
の
往
生
因
は
称
名
に
止
ま
つ
て
い
る
が
、
他
の
往
生
者
に
つ

い
て
も
念
諦
以
外
の
行
業
は
決
し
て
勧
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
迦
才
が
も

つ
て
い
た
断
悪
修
善
性
と
か
、
よ
り
高
次
な
修
業
に
通
じ
る
面
は
見
出

(
1
1
)

す

こ
と

が

で
き
な

い
。

こ

の
傾

向

は

易

行

化

と

い

う

だ

け

で

な

く
、

「
讃

仏

」

と

も

い
え

る

別

箇

な

倫

理

に

よ

つ

て

い
る

と
考

え

ら

れ

る
。

1
 

佐
藤
俊
夫
氏

『
倫
理
学
』

2
 
大
正
蔵
 
四
七
巻
、
九
七
頁
以
下
。
往

生
伝

の
書
誌
に

つ
い
て
は
小
笠

原
宣
秀
氏

の
研
究

が
あ

る
。
(
『
中
国
浄

土
教
家

の
研
究
』
九

九
頁
以
下
)

3
 
大
正
蔵
 
五
〇
巻
、
法
盛

は
九
三
七
頁
下
、
法
勝

は
九
三
八
頁
下
、
光

静

は
九
三
九
頁

中
、

な
お
名

畑
応
順
氏
『
迦
才
浄
土
論

の
研
究
』
一
四
六
頁

4
 
大

正
蔵
 
五
三
巻

 
四
〇
〇

頁
以
下
。

小
笠
原
氏
前
掲
著
、

一
〇
五
頁

を
参
照

さ
れ
た

い
。

5
 
大

正
蔵
 
五
〇
巻
、
釈
僧

亮
は
四

一

一
頁
上
、
釈
法
悦
・
禅

師
道

度
は

四

一
二
頁
中
。

6
 

大
正
蔵
 
五
〇
巻
、
釈

慧
海
は
五

一
五
頁
下
、
釈
道
昂

は
五
八
八
頁
、

上
、

釈
善
胃

は
五

一
九
頁
上
。

7
 

こ
の
相
貌
章

に
は
論
理
的
な
面
は
ま

つ
た
く
な
く
、
夢
中

で
仏

の
承
認

を
得
る
と
い
う

だ
け

に
終
始

さ
せ
て
い
る
。

8
 

大
正
蔵
 
四
七
巻
、

八
九
頁
以
下
。

9
 
塚
本
善
隆
氏

『
唐
中
期

の
浄
土
教
』

三

一
七
頁
以
下
。

10
 
大
正
蔵
 
五

一
巻
、

一
〇

四
頁
以
下
。
名
畑
氏
前
掲
著
、

一
七
九
頁
以

下

を
参
照
さ
れ
た
い
。

11
 
藤
原
凌
雪
氏

『
念
仏
思
想

の
研
究
』

中
国
往

生
伝

の
倫
理
 
(
江

隈
)
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